
風疹は、風疹ウイルスの感染によって引き起こされる急
性の熱性発疹性感染症であり、発熱、発疹及びリンパ節腫
脹を主な症状とする１）。不顕性感染が多く、比較的症状の
軽い感染症であるものの、血小板減少性紫斑病や脳炎など
重度の合併症も報告されている１）。さらに、感受性のある
妊婦が妊娠２０週頃までに罹患すると、出生児において白
内障、先天性心疾患及び難聴を主徴とする先天性風疹症候
群（Congenital Rubella Syndrome: CRS）を発症する可能
性があり、公衆衛生上の問題となっている１）。
２０１０年には全世界で約１０万人の CRS患者が発生した
と推計され２）、日本国内においても２０１２～２０１４年の風疹
流行に関連して４５例の CRS患者が報告された３）。この流
行では、風疹患者報告数が延べ１７，０４９名３）（北海道内：
１３４名）に上った。これを受け、厚生労働省は２０１４年に
「風しんに関する特定感染症予防指針」を策定し４）、麻疹
風疹混合ワクチン接種の１回目を生後１２～２３カ月齢（第
１期）に、２回目を小学校入学前１年間（第２期）に定期
接種することとし４）、それぞれの接種率目標を９５％以上
とした。
２０１２～２０１４年の流行以降、全国的に患者数は減少傾向
にあったが、２０１８年７月頃から首都圏を中心に患者が急
増し、２０１９年末までに患者報告数は延べ５，２５２名（道内：
７２名）に上り、CRS患者は５例報告された５）。
風疹及び CRSにはいずれも特異的な治療法はないもの

の、有効性の高いワクチンが存在しているため、ワクチン
接種を徹底し抗体保有率を高く維持することが、本症の対
策において重要である。厚生労働省は、感染症流行予測調
査事業の一環として、今後の流行予測と予防接種計画の策
定を目的とした風疹感受性調査を実施しており、血清中の
抗風疹ウイルス抗体保有状況を調べることによってワクチ
ンの効果を追跡している６）。本稿では、２０１９年度の北海道

における調査結果について報告する。

方 法

１．検体

２０１９年９～１０月に市立札幌病院、北海道立子ども総合
医療・療育センター、社会医療法人母恋天使病院及び日本
赤十字社北海道支部において採血された検体のうち、本事
業への協力に同意が得られた２８４名の血清を用いた。調査
対象は、０～１歳、２～３歳、４～９歳、１０～１４歳、１５～１９
歳、２０～２４歳、２５～２９歳、３０～３４歳、３５～３９歳及び４０
歳以上の１０年齢群に分類し、それぞれの年齢群における
検体数を表１に示した。
２．測定方法

血清中の風疹ウイルスに対する赤血球凝集抑制
（Hemagglutination Inhibition: HI）抗体価を測定した。検
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表１ 年齢群・男女別調査検体数
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査は「感染症流行予測調査事業検査術式（平成１４年６月）」
に準じて実施した７）。HI抗体価は HIを示した血清の最高希
釈倍数とし、HI抗体価１：８（８倍）以上を抗体保有とした。

結 果

２０１９年度の風疹感受性調査結果を年齢群別と男女別に
集計し表２に示した。抗体保有率は全体で８４．５％（男８４．４％、
女８４．７％）であり、第１期ワクチン接種前の乳児が含ま
れる０～１歳群で４４．４％（男６２．５％、女３０．０％）、１５～１９
歳群で７５．０％（男１００．０％、女５０．０％）と低値を示した
が、他の年齢群においては８０％を超えていた（表２）。抗
体保有者のうち、感染を防御できると考えられる抗体価
３２倍以上８）は全体で５６．０％（男５８．１％、女５２．０％）であ
り、０～１歳群で３３．３％（男３７．５％、女３０．０％）、第２期
ワクチン接種前の幼児を含む４～９歳群で２８．０％（男２０．０％、
女４０．０％）、１０～１４歳群で４６．７％（男３３．３％、女６６．７％）、
１５～１９歳群で３７．５％（男７５．０％、女０％）、２０～２４歳群
で１２．５％（男３３．３％、女０％）、２５～２９歳群で６３．６％
（男６６．７％、女６０．０％）、３０～３４歳群で６０．０％（男６６．７％、

女５０．０％）、３５～３９歳群で４４．４％（男３０．０％、女６２．５％）
及び４０歳以上群で６５．４％（男６６．７％、女６１．５％）と２～
３歳群以外のすべての年齢群において低値を示した（表２）。
２００４年に報告された「風疹流行および先天性風疹症候
群の発生抑制に関する緊急提言」では、妊娠中の抗体検査
で HI抗体価が１６倍以下であった場合に出産後早期の風
疹ワクチン接種を推奨している９）。そこで、妊娠出産年齢
の多くを占める２０～３０歳代女性１０）における３２倍以上の抗
体保有率に着目すると、２０～２４歳（０％）、２５～２９歳
（６０．０％）、３０～３４歳（５０．０％）及び３５～３９歳（６２．５％）
の低値を示した（表２）。
ワクチン接種歴ありと回答した人における抗体保有率は

８５．３％、３２倍以上の抗体保有率は５０．４％であった。ワク
チン接種歴ありと回答した人の中にも、抗体価８倍未満で
あった人が１９名（１４．７％）確認された。
２０１２～２０１４年と今般の流行における患者の中心は、い
ずれも２０～５０歳代の男性であった。今回の調査において
も、３０歳以上の男性において感染を防御できるレベルの
抗体を持たない層が一定数確認され（表２）、これは過去

表２ 年齢群・男女・ワクチン接種歴別風疹HI抗体保有状況

＜

＊（ワクチン接種者数/対象者数）、接種歴不明者を除く

―８６―



の道内及び全国の結果と類似していた３，１１－１３）。今般の流行
を受けて、厚生労働省は２０１９～２０２１年度末にかけて、こ
れまで風疹の定期接種を受ける機会がなかった１９６２年４
月２日～１９７９年４月１日生まれの男性を対象に無料で抗
体検査を実施し、その結果を基に予防接種を行うこととし
た１４）。３０歳以上の男性だけでなく、妊娠を希望する女性
及びその家族は、風疹の抗体検査、風疹含有ワクチンの接
種を積極的に受けることが望ましい。
当所では引き続き適切なサーベイランスを実施し、北海

道における風疹 HI抗体保有状況の正確な把握に努めてい
くこととしている。
稿を終えるにあたり、本事業推進のためご尽力いただき

ました関係者の方々に深謝いたします。
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